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市議会だより市議会だより市議会だより市議会だより

前列 左より 中段 左より 後段 左より前列 左より

神谷喜久雄（総務委員長）
中島　健三（教育民生委員長）
谷口　重隆（副議長・教育民生委員）
遠藤　嘉昭（議長）
川口　　誠（産業建設委員長）
藤嶋　嘉子（総務委員）
柴田裕美子（総務副委員長）

中段 左より

寳部　　勝（産業建設委員）
山元　秀一（総務委員）
弓削田　敬（総務委員）
安永　友則（産業建設委員）
島本　昌典（教育民生委員）
花井　秀俊（議会事務局長）
川﨑　広美（議会事務局 議会係長）

後段 左より

茅野　　勝（総務委員・議会運営委員長）
安河　英幸（教育民生委員）
染矢　正次（産業建設副委員長）
清水健太郎（教育民生副委員長）
和田　善久（産業建設委員・議会運営副委員長）
安部　勇佑（議会事務局 議会係）
三島　一仁（議会事務局 議会係）
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議長・副議長　新春あいさつ
新年あけましておめでとうございます。
市民の皆さまにおかれましては、令和2年の新年を健やかに、そして穏やかに　　　　
お迎えのこととお慶び申し上げます。
また、平素より、本市議会及び市政に対する格段のご理解とご協力を賜り、この場を　
お借りして厚くお礼申し上げます。
昨年は、「平成」から「令和」になるという歴史的な年となりました。新時代に活動して
いく議員として、市民の皆さまの負託に応えられますよう市議会議員一同、より一層気を
引き締めて、その職責を果たしていく所存でございます。
一方で、西日本を中心とした豪雨災害、関東・東北での台風被害、世界的に見ればタイ
で観測史上一番の暑さを記録し、また、アメリカのイリノイ州では季節外れの大寒波が到
来するなど、地球温暖化を大きな要因とする異常気象が発生してきております。環境省の
報道発表によると、2100年には想定を超える温暖化となる、との見解が出ております。未
来を担う子ども達のためにも、より一層の備えが肝要であると共に環境保全への取組の重
要性も感じております。
さて、本年は昨年建設しておりました新庁舎も完成し、残すところネットワーク工事、防
災関係工事及び備品搬入となり、5月からは新庁舎にて業務開始となります。
また、昨年は長年の懸念事項でありました、辻ヶ峯・前隈線の地権者協議も整い、工事
の準備を進めているところです。今年中には通学路も完成することとなっており、児童・生
徒の通学時の安全性の向上が期待されます。さらに本年は、旧庁舎の解体や宮若東中学校
校区の小学校再編など大きな事業が予定されており、議会としても注視し、地域活性化や
公共の福祉向上のため、議決機関としての役割を果たして参ります。このほかにも様々な
事業や課題がございますが、それぞれに対して真摯に向き合い、一つ一つ誠意をもって取り
組み、市民の皆さまの代表として、執行機関と互いに研鑚し合い、より暮らしやすいまち
づくりに努めて参ります。
最後になりますが、市民の皆さまにとりまして、本年が幸多き年となりますよう心から
ご祈念申し上げますとともに、今後も、更なるご支援とご協力を賜りますようお願い申し
上げます。

	 5月	 21日 福岡県北部市議会議長・副議長会（豊前市）

	 5月	 24日 福岡県市議会議長会（久留米市）

	 5月	 30日 九州市議会議長会定期総会（福岡市）

	 6月	 11日 全国市議会議長会定期総会（東京）

	 7月	 1日 全国市議会議長会基地協議会理事会（東京）

	 7月	 11日 北九州都市圏域市町議会議長懇談会（北九州市）

	 7月	 19日 直鞍議会議長連絡協議会（直方市）

	 10月	 10日 福岡県北部市議会議長・副議長会（北九州市）

	 10月	 16日 福岡県市議会議長会（直方市）

	 10月	 28日 全国市議会議長会基地協議会九州・沖縄部会定期総会（別府市）

	 10月	 31日 全国市議会議長会研究フォーラム（高知市）

	 11月	 18日 全国市議会議長会基地協議会理事会（東京）

■ 議長行事（令和元年）
　　　　　  ※主なもの
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総
務
委
員
会

総
務
委
員
会
が
11
月
11
日
か
ら
13
日
ま
で

の
３
日
間
、
岩
手
県
で
行
い
ま
し
た
行
政
視

察
に
つ
き
ま
し
て
、
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

遠
野
市
で
は
、
東
日
本
大
震
災
時
に
官
民

一
体
で
取
り
組
ん
だ
後
方
支
援
活
動
に
つ
い

て
調
査
研
究
を
行
い
ま
し
た
。
人
口
約
２
万

７
千
人
。
岩
手
県
の
内
陸
と
沿
岸
の
中
間
地

点
に
位
置
し
、
古
く
か
ら
交
通
と
交
流
の
要

と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
し
た
。
震
災

前
の
平
成
19
年
、
当
時
の
市
長
は
、
今
後
発

生
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
た
地
震
に
、

速
や
か
に
対
応
で
き
る
よ
う
災
害
後
方
支
援

の
拠
点
に
と
、
遠
野
運
動
公
園
内
の
競
技
場

や
広
場
な
ど
を
災
害
時
の
臨
時
ヘ
リ
ポ
ー
ト

や
駐
車
場
、
野
営
場
と
し
て
利
用
で
き
る
準

備
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
既
存
の
施
設
に
新

た
な
役
割
を
持
た
せ
、
そ
の
周
り
に
消
防
庁

舎
、
給
水
装
置
や
備
蓄
倉
庫
な
ど
を
も
整
備
。

と
同
時
に
一
方
で
は
自
衛
隊
と
の
大
規
模
な

事
前
訓
練
を
行
う
な
ど
、
防
災
・
減
災
を
意

識
し
た
取
組
み
を
続
け
て
い
ま
し
た
。
東
日

本
大
震
災
で
は
遠
野
市
も
震
度
５
強
の
揺
れ

を
観
測
、
本
庁
舎
も
全
壊
し
ま
し
た
が
、
こ

れ
ま
で
の
計
画
や
訓
練
が
活
か
さ
れ
、
地
震

発
生
か
ら
14
分
後
の
午
後
３
時
に
は
、
自
衛

隊
・
消
防
・
警
察
な
ど
救
援
部
隊
受
入
れ
の

準
備
が
で
き
た
そ
う
で
す
。
市
総
合
防
災
セ

ン
タ
ー
敷
地
内
の
「
遠
野
市
後
方
支
援
資
料

館
」
に
は
当
時
の
貴
重
な
資
料
が
展
示
さ
れ

て
お
り
、
菊
池
消
防
長
を
は
じ
め
、
市
の
担

当
者
よ
り
詳
し
い
説
明
を
頂
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

紫
波
郡
紫
波
町
で
は
、
紫
波
中
央
駅
前
都

市
整
備
事
業
「
オ
ガ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
つ
い
て
調
査
研
究
を
行
い
ま
し
た
。
紫
波

町
は
、
盛
岡
市
と
花
巻
市
の
中
間
に
位
置
す

る
人
口
約
３
万
３
千
人
の
自
然
豊
か
な
町
で

す
。
平
成
10
年
に
新
駅
「
紫
波
中
央
駅
」
が

開
業
す
る
も
、
資
金
減
等
の
理
由
で
駅
前
開

発
計
画
は
約
10
年
間
凍
結
し
て
い
た
が
、
平

成
19
年
、
前
町
長
と
、
東
洋
大
学
院
と
の
協

定
に
よ
り
「
公
民
連
携
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」

が
ス
タ
ー
ト
。
平
成
21
年
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
本
格
始
動
し
、
現
在
で
は
、
10
・
7
㌶

の
土
地
に
、
図
書
館
や
病
院
、
産
直
「
紫
波

マ
ル
シ
ェ
」、
飲
食
店
、
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル

や
ス
ポ
ー
ツ
施
設
、
紫
波
町
役
場
、
民
設
民

営
保
育
園
、
敷
地
内
の
熱
供
給
を
行
う
エ
ネ

ル
ギ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
集
約
し
て
建
設
。

ま
た
地
元
の
工
務
店
が
地
元
の
木
で
建
て
る

エ
コ
ハ
ウ
ス
分
譲
住
宅
地
な
ど
も
建
ち
並
ん

で
い
ま
す
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り
、

駅
の
乗
降
客
数
は
増
加
、
地
価
は
上
昇
、
地

元
の
雇
用
者
数
や
、
各
施
設
の
利
用
者
数
も

年
々
増
加
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

今
回
の
行
政
視
察
で
は
、「
備
え
」
の
重

要
さ
、
ま
た
、
先
を
見
据
え
た
積
極
的
な
施

策
が
ま
ち
づ
く
り
に
肝
要
で
あ
る
と
強
く
感

じ
ま
し
た
。
今
後
の
宮
若
市
の
ま
ち
づ
く
り

に
ど
う
反
映
し
て
い
け
る
か
、
引
き
続
き
研

究
、
協
議
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。教

育
民
生
委
員
会

教
育
民
生
委
員
会
は
、
11
月
12
日
か
ら
14

日
に
か
け
て
、
東
京
都
大
田
区
と
荒
川
区
の

行
政
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

ま
ず
、
大
田
区
に
お
き
ま
し
て
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
障
が
い
の
あ
る
人
を
総
合
的
に
支

援
す
る
障
が
い
者
支
援
セ
ン
タ
ー
「
さ
ぽ
ー

と
ぴ
あ
」
を
視
察
し
ま
し
た
。
こ
の
施
設
は

障
が
い
を
も
っ
た
人
の
生
活
を
ト
ー
タ
ル
で

サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
相
談
支

援
・
自
立
支
援
・
地
域
交
流
・
就
労
移
行
訓

練
な
ど
充
実
し
た
機
能
が
備
わ
っ
て
い
ま
す
。

明
る
い
館
内
は
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
と

な
っ
て
お
り
、
誘
導
灯
・
音
声
標
識
ガ
イ
ド

シ
ス
テ
ム
・
磁
気
ル
ー
プ
な
ど
が
あ
り
、
障

が
い
者
に
と
っ
て
、
使
い
や
す
い
よ
う
に
さ

ま
ざ
ま
な
工
夫
が
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
さ
ら

に
就
労
移
行
支
援
事
業
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
の

練
習
や
清
掃
、
喫
茶
業
務
な
ど
の
「
業
務
プ

ロ
グ
ラ
ム
」、
職
場
で
の
マ
ナ
ー
や
運
動
、
調

理
な
ど
の
「
講
座
プ
ロ
グ
ラ
ム
」、
面
接
動
向

や
体
験
実
習
な
ど
の
「
実
践
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

の
３
つ
が
あ
り
、
さ
ら
に
就
職
後
も
安
心
し

て
働
け
る
よ
う
に
セ
ン
タ
ー
職
員
が
会
社
訪

問
な
ど
を
行
い
、
職
場
や
生
活
面
の
悩
み
を

話
す
場
が
設
け
て
あ
り
、
す
で
に
就
職
さ
れ

て
い
る
人
た
ち
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
が
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
。
今
後
も
障
が
い
者
へ
の

支
援
の
在
り
方
に
つ
い
て
更
な
る
調
査
研
究

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
全
国
に
先
駆
け
て
タ
ブ
レ
ッ
ト
を

全
小
・
中
学
校
に
導
入
し
、
一
人
一
台
体
制

で
授
業
等
に
お
い
て
活
用
し
て
い
る
荒
川
区

の
教
育
の
状
況
を
調
査
研
究
い
た
し
ま
し
た
。

視
察
報
告

二
〇
一
九
年

オガールプロジェクト視察
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こ
の
導
入
に
よ
り
、
個
人
学
習
や
グ
ル
ー
プ

で
の
話
し
合
い
に
も
活
用
さ
れ
、
結
果
発
表

や
議
論
を
深
め
る
こ
と
に
大
い
に
役
立
っ
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
実
験
や
実
技
教
科

に
お
い
て
は
、
一
例
と
し
て
、
児
童
・
生
徒

の
泳
ぎ
を
水
中
で
動
画
撮
影
し
、
そ
れ
を
教

員
と
一
緒
に
視
覚
的
に
確
認
で
き
る
こ
と
か

ら
、
教
員
は
指
導
し
や
す
く
、
児
童
・
生
徒

は
理
解
し
や
す
い
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、

技
術
向
上
を
図
る
た
め
に
活
用
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
学
校
図
書
館
に
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
持
ち
込
み
、
図
書
資
料
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
使
っ
て
調
べ
る
な
ど
ア
ナ
ロ
グ
と
デ
ジ

タ
ル
そ
れ
ぞ
れ
の
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
て
学

ん
で
い
ま
し
た
。

昨
今
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に
お
い
て
は
、
自
分

の
力
で
考
え
る
習
慣
の
不
足
や
、
記
述
力
の

低
下
、
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
長
時
間
使
用
す
る

こ
と
の
身
体
へ
の
影
響
等
が
懸
念
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
真
摯
な
取
り

組
み
が
今
後
の
課
題
と
思
い
ま
す
。
今
後
も

更
な
る
情
報
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
の

発
展
が
予
想
さ
れ
る
中
、
今
後
、
本
市
の
学

校
教
育
に
つ
い
て
も
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
推
進

は
、
重
要
な
位
置
づ
け
で
あ
る
と
考
え
、
更

な
る
研
究
、
協
議
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

産
業
建
設
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会
で
は
閉
会
中
の
11

月
12
日
か
ら
14
日
に
委
員
会
視
察
を
行
い
ま

し
た
。
こ
の
中
で
、
本
市
が
、
事
業
を
今
後

展
開
す
る
上
で
活
用
が
見
込
ま
れ
る
、「
農

産
漁
村
振
興
交
付
金
」（
農
福
連
携
事
業
ハ
ー

ド
対
策
・
ソ
フ
ト
対
策
）
の
申
請
を
行
う
際
、

そ
の
手
続
き
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
農

林
水
産
大
臣
政
務
官　
参
議
院
議
員
河
野
義

博
氏
及
び
農
林
水
産
省
事
業
担
当
職
員
同
席

の
も
と
、
要
望
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
農
林

水
産
大
臣
か
ら
は
「
各
担
当
者
へ
の
協
力
要

請
を
は
じ
め
、
本
市
が
計
画
す
る
事
業
を
把

握
し
た
上
で
、
九
州
農
政
局
へ
も
情
報
を
共

有
し
、
連
携
す
る
。」
と
大
変
前
向
き
な
回

答
を
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、
今
後
農
福
連
携

事
業
を
推
進
す
る
に
当
た
り
、
茨
城
県
つ
く

ば
市
に
あ
る
「
ご
き
げ
ん
フ
ァ
ー
ム
」
の
視

察
を
行
い
ま
し
た
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
運
営
し

て
い
る
農
場
で
、
障
が
い
を
持
っ
た
方
が
１

０
０
名
以
上
働
き
、
地
域
の
耕
作
放
棄
地
を

活
用
し
、
年
間
１
０
０
品
種
以
上
の
野
菜
生

産
・
販
売
を
さ
れ
て
お
り
、
農
福
連
携
事
業

の
先
駆
け
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
る
農
場

で
す
。

代
表
か
ら
は
、
成
功
談
の
み
な
ら
ず
失
敗

事
例
等
多
く
の
貴
重
な
事
例
を
聞
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
活
動
は
季
節
ご
と
に
応
じ
た
、

野
菜
セ
ッ
ト
の
販
売
が
中
心
と
な
っ
て
お

り
、
４
０
０
世
帯
ほ
ど
と
契
約
を
し
て
い
る

と
の
事
で
し
た
。
他
で
販
売
さ
れ
て
い
る
野

菜
セ
ッ
ト
と
違
い
、
生
産
者
自
ら
が
箱
詰
め

か
ら
配
達
ま
で
を
行
う
こ
と
で
、
中
身
の
変

更
や
配
達
日
程
の
変
更
が
で
き
る
等
、
生
産

者
と
消
費
者
が
お
互
い
に
顔
を
見
な
が
ら
同

じ
立
場
で
行
っ
て
い
る
事
が
多
く
の
継
続
し

た
契
約
に
繋
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

こ
れ
ら
の
事
例
か
ら
、
対
象
の
中
心
を
地

域
に
置
く
こ
と
で
、
収
穫
祭
等
の
イ
ベ
ン
ト

に
も
多
く
の
来
場
者
が
あ
り
、
そ
の
こ
と
が

更
に
地
域
全
体
が
障
が
い
を
持
っ
た
方
に
優

し
い
地
域
づ
く
り
に
も
貢
献
し
て
い
る
よ
う

に
感
じ
ま
し
た
。
こ
の
法
人
が
経
営
す
る
農

場
、
農
作
物
仕
分
け
、
箱
詰
め
等
を
行
う
施

設
や
レ
ス
ト
ラ
ン
を
視
察
さ
せ
て
頂
き
、
ど

ん
な
障
が
い
の
あ
る
方
も
、
地
域
の
中
で
役

割
を
持
ち
、
お
互
い
助
け
合
い
成
長
し
あ
え

る
社
会
を
作
り
あ
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の

中
で
、
働
い
て
い
る
方
が
全
員
笑
顔
で
働
い

て
い
た
事
が
非
常
に
印
象
深
く
、
残
っ
て
お

り
ま
す
。

今
回
の
視
察
で
は
、
行
政
に
な
い
考
え
方

や
施
策
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
農
福
連
携
を

進
め
て
い
く
上
で
非
常
に
大
切
な
事
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
更
な
る
研

究
、
協
議
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

こ
の
他
、
昨
年
行
っ
た
本
委
員
会
の
活
動

と
し
て
、
市
道
勝
野
・
長
井
鶴
線
に
つ
き
ま

し
て
、
閉
会
中
に
進
捗
の
報
告
及
び
今
後
の

市
の
方
針
を
確
認
し
、
産
業
建
設
委
員
会
と

し
て
も
道
路
整
備
の
促
進
に
対
し
て
、
担
当

部
署
と
連
携
し
て
後
押
し
で
き
る
部
分
で
協

力
す
る
こ
と
と
確
認
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
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